
‭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年12月26日‬

‭　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社オープンハウスグループ　‬

‭　　　　　　　　　　　　　　        （東証プライム：証券コード3288)‬

‭オープンハウス・ディベロップメントが紺綬褒章を受章‬
‭企業版ふるさと納税を活用した群馬県桐生市への寄附について‬

‭野球をテーマにした街づくり「球都桐生プロジェクト」を‬‭支援‬

‬‭　‬‭　‬‭　‬‭株‬‭式‬‭会‬‭社‬‭オー‬‭プ‬‭ン‬‭ハ‬‭ウ‬‭ス‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬‭（本‬‭社‬ ‭東‬‭京‬‭都‬‭千‬‭代‬‭田‬‭区、‬‭代‬‭表‬‭取‬‭締‬‭役‬‭社‬‭長‬ ‭荒‬‭井‬‭正‬‭昭、‬‭以‬‭下‬‭「当‬‭社」）‬‭の‬‭グ‬‭ルー‬‭プ‬
‭会社である株式会社オープンハウス・ディベロップメントは、群馬県桐生市に企業版ふるさと納税を活用した１億円‬
‭の寄附を行ったことについて、紺綬褒章（※1）を受章しましたことをお知らせ致します。2023年12月26日、桐生市‬
‭役所にて伝達式が行われ、当社の事業開発部部長 横瀬寛隆が、荒木恵司市長より、褒状を受け取りました。‬

　　‬
　　　群馬県桐生市は、市内の５つの高校が甲子園出場経験があり、高校、大学、社会人、プロ、還暦の各カテゴリーで‬

‭日本一を達成した指導者を輩出するなど、野球が盛んで「球都」と呼ばれてきました。市は、このような実績、歴史‬
‭を踏まえて、野球をテーマにした公民連携によるまちづくり活動を推進していくため2022年9月に、毎年9月10日を‬
‭「球都桐生の日」として制定し、「球都桐生プロジェクト」（以下「本プロジェクト）を推進しています。当社は、‬
‭プロジェクトの趣旨に賛同し、桐生市がこの制定を発表した2022年7月に、オープンハウス・ディベロップメントか‬
‭ら桐生市へ1億円の寄附を行いました。‬

　　　本プロジェクトでは、今年8月26日から9月10日までの16日間を「球都桐生ウィーク」と称して、東京六大学野球‬
‭のオールスターゲーム、今春のワールドベースボールクラシックで日本代表を優勝に導いた栗山英樹前監督を迎えて‬
‭のシンポジウムなど、様々なイベントが行われました。‬

　　　本プロジェクトでは今後も、野球の魅力を活かしたまちづくりの推進のため、野球を起点としたイベントや活動が‬
‭行われます。当社は桐生市内において、閉校した群馬県立桐生南高校の施設を貸し出す事業「KIRINAN　BASE」を‬
‭行っ‬‭て‬‭お‬‭り、‬‭KIRINAN‬ ‭BASE‬‭を‬‭拠‬‭点‬‭と‬‭す‬‭る‬‭中‬‭学‬‭生‬‭対‬‭象‬‭の‬‭硬‬‭式‬‭野‬‭球‬‭チー‬‭ム‬‭「桐‬‭生‬‭南‬‭ポ‬‭ニー‬‭リー‬‭グ」‬‭が‬‭今‬‭春、‬‭誕‬‭生‬‭し‬‭ま‬‭し‬
‭た。‬‭KIRINAN‬ ‭BASE‬‭で‬‭は‬‭今‬‭年、‬‭県‬‭外‬‭の‬‭高‬‭校‬‭野‬‭球‬‭部‬‭が‬‭合‬‭宿‬‭を‬‭行っ‬‭た‬‭り、‬‭球‬‭都‬‭桐‬‭生‬‭ウィー‬‭ク‬‭期‬‭間‬‭中‬‭に‬‭は、‬‭当‬‭社‬‭が‬‭協‬‭賛‬‭す‬‭る‬
‭「東京ヤクルトスワローズ　ベースボールアカデミー」の子供たちが練習を行いました。当社は、本プロジェクトの‬
‭推‬‭進‬‭に、‬‭KIRINAN‬ ‭BASE‬‭の‬‭運‬‭営‬‭者‬‭と‬‭し‬‭て‬‭も‬‭連‬‭携‬‭し、‬‭交‬‭流‬‭人‬‭口‬‭の‬‭増‬‭加、‬‭地‬‭域‬‭経‬‭済‬‭の‬‭活‬‭性‬‭化、‬‭若‬‭い‬‭世‬‭代‬‭か‬‭ら‬‭選‬‭ば‬‭れ‬‭る‬‭ま‬‭ち‬
‭作りなど桐生市が取り組む課題の解決に、微力ながら尽力するべく、引き続きグループ一丸となって邁進致します。‬

‭　‬

　　※1）紺綬褒章は、公益のために私財を寄附し、功績が顕著だと認められた個人、企業・団体に授与される国の褒賞‬
‭の一つです。‬

　‬
　  株式会社オープンハウスグループ‬‭の地域共創事業について‬
　  次世代に豊かな日本を残すため、日本の抱える社会課題、「人口減少・少子高齢化」、「都市への人口集中・地方の‬

‭衰退」、「社会資本の老朽化」、「長期的な経済の低迷」、「低い労働生産性」等の解決策の１つとして、「地域共‬
‭創」を掲げ、様々なステークホルダーと手を取り合って、持続可能な社会の実現を目指します。まち・ひと・しごと‬
‭の循環があり、資金が集まり、家が売れる都心と比較し、地方はその循環が弱まっています。オープンハウスグルー‬
‭プは、地域課題を解決し、循環を取り戻すことが、日本の課題解決に必要だと考えます。まちを作り、ひとの流れを‬
‭作り、しごとを生む。そんなまちづくりを日本中へ広げ、日本中に、好立地を、ぞくぞくと生み出し、地域共創を通‬
‭して、やる気のある人が活躍する持続可能な社会の実現を目指します。‬
‭現在の主な取組：OPEN HOUSE ARENA OTA・みなかみまちづくりプロジェクト（みなかみ温泉街再生・みなかみ‬
‭ほうだいぎスキー/キャンプ場）・桐生南高校跡地活用プロジェクト・群馬クレインサンダーズ・オープンハウスの森‬
‭プロジェクト‬
‭地域共創HP：‬‭https://kyoso.openhouse-group.co.jp/‬

　‬‭株式会社オープンハウスグループについて‬
　‬‭株式会社オープンハウス及び関係各社は、2022年1月より、株式会社オープンハウスグループを純粋持‬‭株会社とす‬
　る持株会社体制に移行いたしました。グループの事業は、戸建関連事業、マンション事業、収益不動産事業、ア‬
　メリカ不動産事業を中心に、住まいや暮らしに関連する各種サービスを展開し、地域につきましても、創業の首‬

https://kyoso.openhouse-group.co.jp/


　都圏に加え、名古屋圏、関西圏、福岡圏へと拡大、更に近年は、地域共創のための活動や、環境保全活動にも力‬
　をいれています。1997年の創業以来の主要事業である戸建事業では、土地の仕入から、建築、販売まで製販一体‬
　の体制を整え、便利な立地かつ手の届きやすい価格の住まいを提供しております。共働き世帯の増加により求め‬
　られる職住近接した立地、多様化する働き方の中で新しいニーズに応える企画等、グループならではの連携をと‬
　った取組を進めてまいりました。これからも、当社グループは、より多くのお客様に選んでいただける住まいの‬
　ご提供に努めてまいります。‬
　株式会社オープンハウスグループ Web サイト URL：‬‭https://openhouse-group.co.jp/‬

‭企業概要‬

　　　‬‭商号：株式会社オープンハウスグループ‬

‭本社所在地：〒100-7020 東京都千代田区丸の内 2-7-2 JPタワー20階（総合受付）・21階‬

‭創業：1997年9月‬

　　  代表者：代表取締役社長 荒井 正昭‬

‭資本金：201億1,017万円‬

　　‬ ‭従業員数（連結）：4,904名（2023年9月末）‬

https://openhouse-group.co.jp/

